
　

TESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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来週の奉仕者
（１月１０日）

河島稜

日名洋
佐々木亜弥
池田優香
浅野恵子　　　　
辻総一郎
秋山恭子
山本麻美
牧唯恵伝道師
眞砂永一
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　少し前に、教会でクリスマスマルクトのイベントがありま
した。そして、ユースで出し物をする話し合いがありました。
自分は皆で何かをするという事が苦手で、その日のユースの
話し合いでは、自分は適当に答えていました。正直心の中で
は「なんでもいい」「だるい」などといったマイナスなこと
を思っていました。ある日ユースで練習していたら、歌って
いるのを止めて「このメンバーで歌えるのも最後かもしれな
い。だから皆でひとつになって歌ってみたら。」と言われま
した。
その時、心がドキッとしました。ユース皆で集まって何かを
するのが最後と聞いた自分に焦りが芽生えました。そして今
まで、賛美なんてどうでもいいと思い、皆で出し物ををする
のが嫌だった自分は違うと感じました。
そして自分は、練習から本番まで積極的に歌いました。無事
に成功し、ステージから去って皆で「終わったね」「とても
良かったね」と語っていて、自分はとても嬉しい気持ちにな
りました。ユース皆で歌った「語り伝えよ」は本当に自分の
心に残ることができた、最高の歌になりました。今年からも、
さらに年が一つあがり、進路も決まっていき、このメンバー
は当分会えないかもしれないけど、神様が与えて下さった最
高の仲間と共に賛美ができたこと、またユースの皆に本当に
感謝しています。

私は心を尽くして 主に感謝します。あなたの奇しいわざを
余すことなく語り告げます。私はあなたを喜び、誇ります。
いと高き方よ。あなたの御名をほめ歌います。( 詩篇 9:1~2)
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（ ２０２１年１月１日 ）
（要約者：澤口建樹）

チャーチミーティング 黙示録　福澤師

 今週も詩篇 (120 篇～ 126 篇 ) を読み進めていきましょう。
今週の 120 篇から 134 篇までの 15の詩篇に、「都上りの歌」
というタイトルが付けられています。「上る」という意味につ
いては、「婦人の庭から男子の庭へと上る 15階段でレビ人が
歌った」という理解や「バビロンからエルサレムへの帰還者
のために作られた歌」「歌の音階が上昇する音調の歌」という
理解もあるようですが、一般には「三大祭の時にエルサレム
に上る巡礼の歌」とされています。120 篇は異教的な生活や
不信仰者の中に置かれている信仰者が、神礼拝を願い求める
心情を表現しています。「平和」と訳されたシャーロームとい
う言葉は、単に戦争がない状態という意味ではなく、神様か
らの祝福の総称といえます。120 篇の「平和を憎む者」(6 節 )
の「平和」は、「神」と同義と考えることができます。日本の
クリスチャン人口は 1％ですから、私達は日々、神を憎む者
までいかずとも、神を知らない人達と多く接していて、その
中で神様からの言葉を伝えようとしています。2節でも主に
救いを求めていますし、私達は自分の力で何とかしようとす
るなら無力です。121篇で語られているように、天地を造られ、
私達をも造られた神様に助けを求め歩んでいきましょう。
121 篇 5節「主は、あなたを守る方。主は、あなたの右の手
をおおう陰。」です。

牧　一穂　牧師
岩崎祥誉

西嵜芳栄
西山秀平
富岡美千男　

    １日　小根久保ゆう太
    ３日　近藤昭恵
　４日　森脇遼太
　５日　牧結果子
　５日　西嵜一喜
　　　　

　    ６日　浜田真智子　
　     　   　古谷裕美
     　　   　日名薫
　    ７日　丸谷利清
         9 日　金森郁子
　
　

１０日　小林博子
１２日　三村路子
１５日　小柳豊年
１６日　田中順子
１７日　山本真理

１７日　秋山恭子
２０日　眞砂仰
２１日　淺野主眞
２３日　平澤瞳
２４日　朽木佑太　
　　　　

２５日　鈴木たかよ
２６日　藤原ふきこ
２８日　藤原久美子
３０日　岩本嘉津代　
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私たちは、年の初めに今年のテーマを定めます。目標が定まれ
ばブレることがありません。足立美術館の庭の凄い所は石を中
心とした手前の庭だけではなく後ろの山を含めた全体なので
す。私たちの人生もこの一つの真ん中を見てしまうと大きなズ
レを生じます。石だけを見れば普通の石です。ところが全体に
よって特別な存在になります。私たちの人生もいつも目の前に
起こったことに目が向きやすく、今を見てしまいます。しかし、
小さな目の前のことに目を向けてしまうと背後にある特別なこ
とがわかりません。障がい者の父と娘との動画を見ました。彼
女はお父さんの障がいが「普通と違う」という見方によって彼
女の人生を失ってしまいます。社会もその「普通だ」「普通で
はない」という浅はかな秤によって物事を大きくずらしていき、
一人の人の人生を壊していってしまいます。作品には全てのも
のが一つでオリジナルなので「普通か」「普通でないか」とい
う判断はありません。今年一年間、みなさんの周りに「普通こ
うだろう。」といったことが起こるかもしれません。しかし、
私たちはその「普通の秤」で物事を判断すると、その人のことも、
あなた自身のことも壊してしまう可能性があるのです。

今年のリバーサイドチャーチのテーマは「大観」です。横山大
観という人の絵は、「大きなものをみる」「大局を誤らない」と
いう人生のテーマをおいて描いた絵だと思います。
本日のメッセージのタイトルは「なぜ生かされる」です。この
コロナ禍の中で私たちは「なぜ生きているのか」。みなさんは
どんな気持ちで物事を見ようとしているでしょうか。「普通は
ね」と判断するか「なぜ自分はここに生きているのか」と考え
るのか。これによってあなたの生き方は大きく変わります。人
のせいにすることは簡単です。しかし、今日示された聖書の箇
所はあなたがどのように判断するかについて語っています。
＜ヨハネ 7:15＞みなさんは正規に学ばれてきました。イエス
様は大工として歩み正規として学んだわけではありません。し
かし、イエス様には知恵がありました。みなさんの知識によっ
て学んだものはたくさんあるかもしれませんが、この知識はい
かに皆さんの人生に変換されるかで価値を見出します。日本は
毎日のように学校で学んでいるのに世界水準でみると非常に愚
かな国民と言われています。何故かというと、あの山を考えず
に目の前の石を見るからです。全体を見れなくなった人間は愚
かです。何故かというと後ろにあるものが分からないからです。
そして、目の前にある判断を間違えます。なぜこれをやってい
るかが分からなくなるからです。仕事もなぜ行なっているので
しょうか。利益を求めるようになってズレるようになりました。
是非、この一年、この大観という見方を見失わないで歩んで欲
しいのです。
＜ヨハネ 7:16＞「それはあなたの考え方でしょう」とよくいわ
れます。これを言われた時には気をつけてください。私たちの
考えは今しか分からないので非常に愚かです。過去も遡って将
来も見据えて今を考えていると言ってもそれはあなたの生きた
短い時による判断です。そして、人から聞いたあなたが体験し
ていない情報によるものです。将来について考えても同じです。
将来はわかりません。しかし、イエス様は「わたしの教えはわ
たしのものではありません」と言われました。私たちが教会で
子ども達に教えていることは、世の中の価値観ではありません。
これは何千年にも渡って伝承されてきたある書物による価値観
です。父のあり方、母の存在、両親と子どもの関係、子どもの
生き方、父親・母親が子どもに何を与えるべきかが書かれてい
ますが、今の日本は、子どもに物を与えれば良い、そして、子
どもに体験させるよりは危険を遠ざけるというこれとは真逆の
教育が基本です。目の前で子どもが石につまずいて怪我をする
という事は一時を見れば悪い事です。しかし、それならば、小
さな石にぶつかって痛い思いをした方が、その子が大きな問題
にぶつかって死ぬことを避けさせようとすることが教育です。
私たちはそのように大観を見なければいけません。私たちは目
の前で起こったことについて計り知ることができず、そして、
信じられなくなります。大観という言葉は風景の全体というこ
とではありません。あなたが生きる最初から最後、そして、あ
なたが生きない時の最初から最後を見なければいけないという
ことです。

＜ヨハネ 7:17＞正しいか正しくないかはどのように判断して
いますか。東京駅に行きたいと言ったらどのように行きます
か。目的がしっかりしていれば、ぶれることがありません。
神様がされることはすべてに意味があり、私たちを導いてく
ださいますが、愚かにも今しか見ることができなければ、私
たちには今起きている意味がわからないのです。
＜マタイ 7:13-17> みなさんは「狭い」決断をしていますか。
大勢がそうであっても本当にそれが今で良いのかどうか考え
なくてはいけません。今年、大きな目を持って判断して小さ
なことを誤らないようにしてください。人の目線や人の言葉
が気になって「普通こうだからね」と判断しないようにして
ください。もう、普通なんてありません。隣の人も普通の人
ではありません。まして、自分も普通ではありません。イエ
スキリストは「神のみこころを行おうと願うなら、その人には、
この教えが神から出たものかわかります。」と言いました。目
的が定まっていればズレません。人の心を動かすのはあなた
のこれまでの実績ではなく、あなたの心の姿なのです。その
心が美しければ何年か後に実を結び見極めることができます。
そしてあなたが自らの生き方を終えようとする時に実が残る
のです。いつも実が残るわけではなく、いつもたくさん実ら
せるのが良いわけでもありません。あなたの生き様が、次の
土地に継承されるかが大事です。しかし実らす時期でないの
に花を咲かさないといけないと思わないでください。花が咲
いていないので駄目だとも思わないで下さい。花を咲く時期
にこそ実を実らせなければなりません。しかし本当の実を実
らせるために小さな実を実らせる必要があります。それがあ
なたの目線です。目の前にある問題を見た時に、そこで感謝
すること。そしてそれが隣の人に清い心として届くことが大
切です。するとそれが世の中の人と違うことが分かって初め
て、地の塩世の光と変えられて行くわけです。「狭い門」から
入って下さい。

普通だったら我が子が迷子になっていたら当然心配をします。
しかし、幼いイエスキリストは「あなたはなぜ私を普通の子
として見るのですか」と語りかけます。私たちにも「正しい
総合判断」が必要です。「目的を見出す」ことが必要です。そ
して最後に「多くの犠牲に生かされている」ことを知って下
さい。あなたは死に行く人の間に立って生きています。そして、
生きているということには責任があります。目の前で命が失
われれる人がいるのです。皆さんは今豊かです。生かされて
いるのです。生かされている人がなぜ生きているかを、あの
山の頂に立って見ない限り、あなたの人生はあの石にすぎま
せん。その石は何の意味も果たしません。しかし、その石の
役割が分かれば、その周りに咲く花や、その後ろにある山に、
意味をもたらします。「ベテル」（私の名を置いた石）と聖書
で言われています。あなたにとってベテル・土台は何ですか。
その土台の上に立って是非、目の前のことで右往左往したり、
人から言われたことで感情的にならず、なぜ今そのようなこ
とが起こっているのかを大観を持って感じて下さい。すると
大局を間違わずに正しい決断ができます。

「主よ、わたしをあなたの平和の道具として下さい。憎しみの
ある所に、愛を置かせてください。侮辱のある所に、許しを
置かせてください。分裂のある所に、和合を置かせてください。
誤りのある所に、真実を置かせてください。疑いのある所に、
信頼を置かせてください。絶望のある所に、喜びを置かせて
ください。闇のある所に、あなたの光をおかせてください。
悲しみのある所に、喜びを置かせてください。主よ慰められ
るよりも慰め、理解されるより理解し、愛されるよりも愛す
ることと求めさせてください。なぜならば、与えることで人
は受け取り、忘れられることで人は見出し、許すことで人は
許され、死ぬことで人は永遠の命に復活するからです。」
是非、今年一年皆さんの歩みがこのようなものとなることを
切に祈ります。

「なぜ生かされる」   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   マタイ7:15~18

　　　
「普通か」「普通でないか」

大観

平和の祈り

わたしは必ず自分の父の家にいる
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